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2011年度より小学校での英語教育が本格的に

導入される｡ ただし､ 実際には多くの小学校です

でに何らかの英語教育が行われている｡ 文部科学

省が示している音声中心のオーラシー教育を実践

するという方針に沿った現在の小学校英語は､ 特

に低学年を中心に､ 歌ったり友達と話したりとい

う活動を通して子どもたちが英語に対して関心を

持つことに一定の成果をあげてきた｡ 一方で､ 高

学年になるにしたがって､ そうしたオーラシー中

心の活動では必ずしも知的好奇心が満たされない

場合がある｡ 子どもたちの発達とともに､ 音声だ

けでなく文字を中心としたリテラシー教育への関

心が高まるようである｡ 子どもたちの発達に適合

するようにオーラシーからリテラシー教育への移

行を円滑に行うにはどのようにすればよいのであ

ろうか｡ 本稿では､ ｢ヘボンみらい塾｣ プロジェ

クトとして行っている英語教育の実践内容を取り

上げながら､ 小学校英語においてオーラシーから

リテラシー教育への円滑な移行が可能となるよう

な統合的な教育モデルを提案したい｡

1. 小学校英語の実施状況

2008年に新学習指導要領が告示され､ 2011年

度より小学校 5・6年で年間 35時数 (1時数の単

位時間は 45分) の英語教育が本格的に始まるこ

とになっている (文部科学省, 2008)｡ 正確には

英語教育ではなく､ 導入されるのは ｢外国語活動｣

である｡ しかし､ ｢外国語活動においては､ 英語

を取り扱うことを原則とすること｣ (文部科学省,

2008, p. 95) という記述が指導要領にあり､ 今回

の ｢外国語活動｣ の本格的な導入は､ 実質的には

英語教育の導入と言い換えることができる｡ した

がって本稿では､ 特に区別をする必要がない限り､

｢外国語活動｣ を英語教育と呼ぶことにする｡

さて､ 2011年度から実施予定の英語教育であ

るが､ 実際にはすでに多くの小学校において何ら

かの形で実施されている｡ 文部科学省 (2009b,

2009c) の調査では､ 調査対象となった全国

21,442 校の小学校のうち､ 2009 年度には 97.8％

にあたる 20,978校が外国語活動を行う計画であっ

た｡ さらにこの割合は､ 2010年度には約 99％に

達する｡ また､ 年間授業時数については､ 2009

年度が平均約 28時数､ 2010年度予定では平均約

32時数となっており､ 2011年度から実施される

年間 35時数に近い形で小学校英語が実施されて

いることが分かる｡ このように､ 指導要領上では

2011年度から本格的に導入されることになって

いる小学校での英語教育ではあるが､ 実施規模や

授業時間数から鑑みて､ 実質的にはすでに前倒し

で実施されていると言える｡

新学習指導要領のもとで行われる小学校での英

語教育では､ 英語のいわゆる 4技能のうち､ 聞く・

話すというオーラシー能力の育成が焦点となって
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いる｡ 新学習指導要領では､

外国語でのコミュニケーションを体験させる際

には､ 音声面を中心とし､ アルファベットなど

の文字や単語の取扱いについては､ 児童の学習

負担に配慮しつつ､ 音声によるコミュニケーショ

ンを補助するものとして用いること

(文部科学省, 2008, pp. 95�96)

が英語を指導する際に配慮することがらとしてあ

げられている｡ これは､ それ以前のリテラシー偏

重の英語教育に対する反省から､ 2002年度より

施行されている中学校の現行学習指導要領におい

て外国語についてはオーラシー能力を中心とした

実践的コミュニケーション能力を育成することが

強調されることとなった (文部科学省, 1998) が､

その流れを受け継いだものと考えることができる｡

コミュニケーション中心の英語教育というと､

その内容を精査することなくすぐに反対の声をあ

げる人たちもいるが (e.g., 茂木, 2004；大津・

鳥飼, 2002；齋藤・斎藤, 2004；斎藤, 2003)､

言語を習得するのであれば (その言語を何か特定

の目的のみに使用する場合を除いて) オーラシー

とリテラシーのバランスのとれた教育が必要とな

るのは至極当然のことと言える｡ 現行指導要領が

施行されるまでの長い間､ リテラシー偏重の英語

教育が続いたため､ その時代に教育を受けた人た

ちにとっては現在のコミュニケーション中心の英

語教育がオーラシーに重点を置き過ぎているかの

ように感じられるのかもしれないが､ 実際にはそ

のようなことはないのである｡ オーラシー能力の

育成に焦点をあてた現行指導要領が導入された後

も､ 生徒たちのオーラシー能力が劇的に向上した

という話は聞かない｡ これはひとつには､ 指導要

領が変わっても､ リテラシー偏重の英語教育を中

学校・高等学校で受け､ なおかつリテラシー中心

となる教育を大学の英文学科 (あるいはそれに近

い名称の学科) で受けた人たちが教員免許を取得

して現在教壇に立っている場合が多く､ 実際の教

育現場でコミュニケーション中心の英語教育を行

うことが難しいことによる (高桑, 2010)｡ した

がって､ 現在よりもさらにオーラシー中心の教育

を目指して初めて､ オーラシーとリテラシーのバ

ランスのとれた英語教育が実践できると言えるだ

ろう｡

2. 子どもの発達と英語教育の

内容について

さて､ 小学校英語におけるオーラシーとリテラ

シーのバランスを考える際に､ ひとつ注意しなけ

ればならないことがある｡ それは子どもの年齢で

ある｡ 一口に小学生といっても 1年生から 6年生

まで最大で 5学年の開きがあり､ 発達上の差は大

きい｡ もちろん発達には個人差があり､ 学年が変

わったらこうなるというようなことは､ 一概に言

えない｡ ただし､ 全体的な傾向を把握しておくこ

とは大切であろう｡ 文部科学省は 2009年度に､

小学校英語に関する教育課程等の改善に資する実

証的資料を得るため､ 2009年度 ｢英語教育改善

のための調査研究事業｣ の調査研究校にあたる小

学校 123校の児童 31,914人及び教員 123人に対

し､アンケート調査を行った (文部科学省, 2009a,

2010b)｡ この調査は､ 英語教育の内容と学年ご

との子どもの発達の違いという観点から､ 非常に

興味深い結果となっている｡ 例えば､ ｢英語の授

業は好きですか？｣ という質問に対して､ 総数

31,914人のうち､ ｢好き｣ または ｢どちらかとい

えば好き｣ と答えた生徒の合計は 75.6％であった

(表 2.1)｡
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調査対象全体で考えれば､ 約 4分の 3の児童が英

語の授業を肯定的に捉えていることになる｡ とこ

ろが回答を学年別に見てみると､ 表 2.2のように

なる｡

英語の授業を肯定的に捉える割合は､ 1年生の約

89％をピークに､ 学年が上がるにつれて低い割

合を示し､ 6 年生では約 63％にとどまっている｡

つまり､ 全体で見れば約 4分の 3の児童が英語の

授業を肯定的に捉えているが､ 学年が上がるにつ

れてその割合は減少し､ 6年生では 6割程度にま

で落ち込んでしまうのである｡

では次に､ 英語の授業全体ではなく､ 個別の活

動についての質問をさらに詳しく見てみよう｡ 授

業で歌を歌うことは､ 小学校英語において主要な

活動のひとつであるが､ 児童はどのように感じて

いるのであろうか｡

ここでも児童全体で見れば､ 約 74％が英語の歌

を授業で歌うことを楽しいと捉えている (表 2.3)｡

ところが回答を学年別に見ると､ 以下の表 2.4の

ようになる｡

ここでも最初に見た ｢英語の授業は好きですか？｣

に対する回答と同じように､ 高学年になるにした
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表 2.1. ｢Q 1. 英語の授業は好きですか？｣
に対する回答

件 数
構成比
(％)

調 査 数 31,914 100.0

好 き 15,240 47.8

どちらかといえば好き 8,876 27.8

どちらともいえない 5,368 16.8

どちらかといえば嫌い 1,431 4.5

嫌 い 982 3.1

無回答 17 0.1

(出典：文部科学省, 2010a)

表 2.2. ｢Q 1. 英語の授業は好きですか？｣
に対する回答 (学年別)

調査数
好 き
(％)

どちらかといえ
ば好き (％)

合 計
(％)

学

年

全体 31,914 47.8 27.8 75.6

1年 1,953 76.3 12.5 88.8

2年 2,078 66.4 20.9 87.3

3年 6,634 63.2 21.1 84.3

4年 7,047 48.2 28.6 76.8

5年 7,072 38.8 32.7 71.5

6年 7,130 28.5 34.7 63.2

(出典：文部科学省, 2010a)

表 2.3. ｢Q 4. 英語の授業で楽しいと思うこと｣
の中で ｢ア. 英語の歌を歌うこと｣ に
ついての回答

件 数
構成比
(％)

調 査 数 31,914 100.0

あてはまる 12,512 39.2

どちらかといえばあてはまる 11,142 34.9

どちらかといえばあてはまらない 4,507 14.1

あてはまらない 1,934 6.1

わからない 1,123 3.5

授業でやっていないと思う 524 1.6

無回答 172 0.5

(出典：文部科学省, 2010a)

表 2.4. ｢Q 4. 英語の授業で楽しいと思うこと｣
の中で ｢ア. 英語の歌を歌うこと｣ に
ついての回答 (学年別)

調査数
あてはまる
(％)

どちらかといえば
あてはまる (％)

合 計
(％)

学

年

全体 31,914 39.2 34.9 74.1

1年 1,953 76.2 15.7 91.9

2年 2,078 63.9 25.5 89.4

3年 6,634 57.2 30.1 87.3

4年 7,047 39.9 37.9 77.8

5年 7,072 27.7 39.9 67.6

6年 7,130 15.8 39.5 55.3

(出典：文部科学省, 2010a)



がって肯定的に捉える割合が低くなっているのが

分かる｡ 6年生にいたっては､ 授業中に歌うこと

を楽しいと考える割合が半分くらいしかいないと

いうことになる｡ 文部科学省 (2010a) が公表し

ている結果によれば､ この ｢英語の授業で楽しい

と思うこと｣ という問いについての他の項目であ

る ｢イ. 英語のゲームをすること｣､ ｢エ. 英語で

友達と会話をすること｣､ ｢カ. 外国のことについ

て学ぶこと｣､ ｢キ. 日本語と英語の違いを知るこ

と｣ においても同様の傾向が見られる｡ すなわち､

高学年になるにつれて､ こうした授業内容を楽し

いと思う割合が減少しているのである｡

これに対し､ ｢サ. 英語の文字や単語を読むこ

と｣ と ｢シ. 英語の文字や単語を書くこと｣ とい

うリテラシーについての質問については､ 高学年

になるにつれて肯定的に捉える割合が高くなって

いる (表 2.5�2.8)｡ この結果から分かることは､

小学生と一口に言っても､ 発達の度合いによって

英語の授業の中で楽しいと思う活動に差があるの

で､ 子どもたちの成長に合った教育を行う必要が

あるということである｡ 低学年のうちは歌を歌っ

たり友達と英語で会話したりといったオーラシー
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表 2.5. ｢Q 4. 英語の授業で楽しいと思うこと｣ の
中で ｢サ. 英語の文字や単語を読むこと｣
についての回答

件 数
構成比
(％)

調 査 数 31,914 100.0

あてはまる 8,394 26.3

どちらかといえばあてはまる 7,372 23.1

どちらかといえばあてはまらない 4,424 13.9

あてはまらない 2,467 7.7

わからない 1,891 5.9

授業でやっていないと思う 6,934 21.7

無回答 432 1.4

(出典：文部科学省, 2010a)

表 2.6. ｢Q 4. 英語の授業で楽しいと思うこと｣ の
中で ｢サ. 英語の文字や単語を読むこと｣
についての回答 (学年別)

調査数
あてはまる
(％)

どちらかといえば
あてはまる (％)

合 計
(％)

学

年

全体 31,914 26.3 23.1 49.4

1年 1,953 29.7 7.4 37.1

2年 2,078 25.2 14.1 39.3

3年 6,634 26.8 19.6 46.4

4年 7,047 24.9 23.9 48.8

5年 7,072 26.6 26.9 53.5

6年 7,130 26.4 28.7 55.1

(出典：文部科学省, 2010a)

表 2.7. ｢Q 4. 英語の授業で楽しいと思うこと｣ の
中で ｢シ. 英語の文字や単語を書くこと｣
についての回答

件 数
構成比
(％)

調 査 数 31,914 100.0

あてはまる 8,308 26.0

どちらかといえばあてはまる 5,770 18.1

どちらかといえばあてはまらない 3,397 10.6

あてはまらない 2,127 6.7

わからない 1,522 4.8

授業でやっていないと思う 10,356 32.4

無回答 434 1.4

(出典：文部科学省, 2010a)

表 2.8. ｢Q 4. 英語の授業で楽しいと思うこと｣ の
中で ｢シ. 英語の文字や単語を書くこと｣
についての回答 (学年別)

調査数
あてはまる
(％)

どちらかといえば
あてはまる (％)

合 計
(％)

学

年

全体 31,914 26.0 18.1 44.1

1年 1,953 16.3 3.8 20.1

2年 2,078 24.2 8.3 32.5

3年 6,634 27.6 13.4 41.0

4年 7,047 25.6 17.8 43.4

5年 7,072 26.8 21.6 48.4

6年 7,130 27.5 25.9 53.4

(出典：文部科学省, 2010a)



中心の授業で楽しめるが､ 高学年になるにつれて､

おそらくそれだけでは満足しなくなるのであろう｡

学年が上がると英語の文字や単語を読んだり書い

たりといったリテラシーの要素に関心を持つ割合

が増えてくる｡ したがって､ 小学校英語では､ 子

どもたちの発達段階に応じて､ オーラシーとリテ

ラシーの能力育成をはかる必要が出てくるのであ

る｡

さて､ これまでの議論を踏まえ､ オーラシーと

リテラシーのバランスを保ちながら小学校英語を

実践するには､ どのようにすれば良いのだろうか｡

上述のように､ 小学校での英語教育はすでに実質

的には導入されており､ 多くの研究者や現場の教

員によって実践的に使える教材や方法論が紹介さ

れている (e.g., アレン玉井, 2010；樋田, 2008；

吉田, 2008)｡ しかしその多くは､ オーラシー中

心のタスクを集めながらも音声素材が含まれてい

なかったり､ 音声素材がある場合にも､ 付属の

CD等に収録されているに過ぎない｡ 音声素材を

添付するだけでオーラシー能力が育成されるので

あれば､ これまでの英語教育でもそうなる可能性

はあっただろう｡ なぜなら､ CDはもちろんのこ

と､ CDが普及する以前から､ テープとして音声

素材は入手可能であったからである｡ 英語の音声

を正しく出すことは難しく､ アルファベットを自

分では言えていると思っている人でも意外に言え

ていない状況は以前から続いている (中津, 1978)｡

おそらく音声に対する感覚が敏感な一部の人を

除いては､ 外国語の音声を聞いただけで､ その言

語における意味のある対立を識別できる弁別能力

を習得することは大変難しい｡ 日本人学習者が英

語を学ぶ時に rightと lightの違いを聞き取った

り自分で言ったりするのが難しい場合や､ 逆に外

国人学習者が日本語を学ぶ時に ｢おじさん｣ と

｢おじいさん｣ の区別をしにくい場合がこれにあ

たる｡ いったん母語の音韻体系を習得してしまう

と､ 人間はそれ以降､ 通常は自分の母語の音韻体

系で外国語の音声を処理しようとしてしまうから

である｡ 聞き分けるという知覚だけでなく､ 実際

に音声を発する産出までを含めた母語の音韻体系

の習得自体は成人期まで続くものの､ 一般的には

1歳前後ですでに母語に必要ではない音声に対す

る弁別能力がなくなり､ 4歳頃までに母語におけ

る音声対立を弁別する能力を徐々に身につけて､

4､ 5歳では成人の音知覚能力と同じになるとい

う (大塚, 2005；湯澤・関口・李, 2007)｡ つま

り､ 日本語を母語とする子どもであれば､ 少なく

とも音声の知覚に関して言えば､ 小学校入学の段

階ではすでに日本語の音韻体系を身につけている｡

したがって､ その後でいくら英語の音声を聞いた

としても､ ただ聞くだけではなかなか英語の音韻

体系を習得することは難しい｡ 結果的に､ これま

での英語教育を受けてきた学習者がそうしてきた

ように､ 小学生がせっかく早い時期から英語を聞

いても､ 英語の音をカタカナで代用してしまう危

険性がある｡ こうした小学生がそのままカタカナ

発音のまま英語学習を進めてしまうようであれば､

オーラシー中心の英語教育を小学校にまでおろし

た意味がなくなってしまうのである｡

ではどうすれば小学校英語において､ 児童がカ

タカナ発音で英語を覚えることがないようなオー

ラシー中心の英語教育を行いつつ､ 将来的なリテ

ラシー能力の育成につながる教育を行うことがで

きるのであろうか｡ひとつの解決策は､高桑 (2010)

が提示したように､ 英語学習の初期の段階からフ

小学校英語におけるオーラシーとリテラシーの統合的な教育を目指して

231

3. フリガナとしての発音記号を媒体と

したオーラシーとリテラシー教育の

統合



リガナとしての発音記号を導入することである｡

もちろんこれは発音記号そのものを教えることに

主眼がある訳ではなく､ 発音記号をいわば英語の

音韻体系を教えるツールとして扱うのである｡ 例

えば hatと hutの音の違いは､ カタカナ表記に

頼る限りにおいて､ その差異を示すことはできな

い｡ その時に､ ただ ｢音が違う｣ というだけでは

学習者に対してじゅうぶんな手助けをしていると

は言えない｡ やはり ｢どう違うのか｣､ そして

｢その違いはどのように出すのか｣ というところ

まで教える必要があるであろう｡ フリガナとして

発音記号を使うことで､ その差を示すことが可能

になる｡ hatと hut であれば､ [h] と [t] とい

う子音は両者に共通しているので､ このふたつを

異なった単語としているのは､ 音声的な差ではあ

くまでも母音の違い [�]/[�] だけなのである｡

こうして [�] や [�] という発音記号をフリガ

ナとして提示することによって､ 学習者はカタカ

ナを介在させることなく英語の音声を身につける

ことが容易になる｡ また､ この方法を使うことで､

文字としてのアルファベットを導入する際に､ カ

タカナの ｢エー｣ ｢ビー｣ ｢シー｣ 等ではなく､ 英

語の音声としての [�ei] [b��] [s��] 等として教え

ることが可能になるのである｡ 以下､ オーラシー

能力の育成に主眼を置きつつも､ フリガナとして

の発音記号を導入することで､ 同時に後のリテラ

シー能力の育成につながるような英語教育のひと

つのモデルを提示したい｡

なお､ 音韻体系の習得に関しては､ 本来は音を

表す括弧 ([ ]) ではなく､ 音素を表すスラッシュ

(/ /) を用いるべきであろう｡ ただし､ ヘボン

みらい塾では小学生向けの英和辞典を使用してお

り､ これに合わせるかたちで本稿では､ 英和辞典

の中で音を表す際に一般的な表記である括弧を用

いている｡

4. ヘボンみらい塾の創設

本稿で紹介するのは､ 明治学院大学教養教育セ

ンターが大学の支援を受けて実施しているヘボン

みらい塾での試みである｡ 明治学院大学では､ 学

内の特色ある教育プロジェクトをさらに充実した

ものに発展させることを目的として､ 活動経費の

助成を行う ｢教育プロジェクト支援制度｣ を展開

している｡ ヘボンみらい塾は､ 2009年度の同制

度による助成プロジェクトのひとつとして採択さ

れた｡ ヘボンみらい塾が目指したのは､ 1985年

の校舎開校以来､ 20年以上に亘って明治学院横

浜校舎を支えてくださった地元戸塚区､ そして広

く横浜市に在住・在勤されている方々への恩返し

をすることで､ 本学が地域により深く密着し､ 地

元の方々との共生を図ることであった｡ これは明

治学院大学の教育理念である ｢他者への貢献｣ を

実践する新しい試みと言える｡ 大学がその有する

物的・人的資源を地域に還流させることにより､

そして学生・教員と地元の方々との交流を促すこ

とにより､ ｢学びあい｣ というかたちでの新たな

共生の可能性を探るひとつのモデルを目指した｡

ヘボンみらい塾の開設から現在にいたるまでの

詳細については別の機会に譲るとして､ 本稿では

オーラシーからリテラシーへの移行を視野に入れ

たカリキュラムモデルとしてのヘボンみらい塾の

試みについて述べることにする｡

小学校での英語教育導入に関連し､ 英語教員免

許を所有していない小学校教員からは不安の声が

多くあがっていた｡ その中でも音声に関する知識

や技能について自信が持てないために英語の授業

を担当することを不安視する声が大きかった (樋

田, 2008)｡ そこでヘボンみらい塾では､ 子ども

たちに英語を教えることのできる教員数の不足を
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解消するひとつの手段として､ 教職に強い関心を

抱いている大学生に必要なトレーニングを施し､

学習支援者として配置することを目標とした｡ 具

体的には､ 地元の小学生が通いやすい場所に教室

を開き､ そこで大学生が小学生に英語を教えると

いうものである｡ 大学生の役割は､ 授業中に先生

役として前に立つ学生がひとり､ それ以外に数名

の学生がアシスタント役として子どもたちのそば

に座り､ 状況に応じたサポートを行うこととした｡

学生たちは ｢英語コミュニケーション｣､ ｢英語研

究｣､ ｢英語科教育研究｣ といった大学での授業を

履修し､ 実践的なコミュニケーションや英語教育

に関する理論を大学の正規の授業として学んでい

る｡ 学生たちは大学で学んだ理論を実践というか

たちで深化させる機会として参加しており､ ボラ

ンティアで教育にあたった｡ こうした学生の協力

により､ ヘボンみらい塾では授業料を徴収するこ

となく､ 小学生に英語を学ぶ機会を提供すること

ができた｡

ただし､ 上述のように､ ヘボンみらい塾では大

学生が授業の一環あるいは実習に近い形で小学生

に英語を教えるという形態をとっていたため､ 実

施する上で大きな制約があった｡ それは､ 大学の

授業期間中にしか開講できないということである｡

したがって､ 夏季・春季に比較的長い休暇を挟む

という点で､ 小学校での英語教育のように年間計

画を立てることはもともと難しかった｡ さらに､

2009年度はヘボンみらい塾立ち上げの年度であっ

たため､ 授業を行う場所の確保等の手続きで当初

の想定をはるかに上回る時間を要した｡ ようやく

開講できる目処が立ったのは 2009年秋になって

からであった｡ このため､ 取り扱う授業内容､ 大

学の残りの授業期間､ そしてもちろん子どもたち

の学びやすさや通いやすさを勘案し､ ヘボンみら

い塾の授業は 1回 1時間のクラスを週 1回で全 8

回と決定した｡ また､ 対象となる小学生の学年は､

オーラシーからリテラシーへの移行を考えて､ 英

語初習者でなおかつ比較的高い学年を想定した｡

ただし 6年生は中学受験のシーズンと重なること

を考え､ 2009年度ヘボンみらい塾では小学校 4

年生と 5年生を対象とした｡ 図 4.1は生徒募集用

に作成したチラシである｡ なお､ 上述のようにヘ

ボンみらい塾は, 大学生が中心となって小学生に

英語を教えるプロジェクトである｡ このため､ 授

業時における先生役やアシスタント役の学生は､

授業以外でも教材作成や教室の飾り付けなどにも

主体的に取り組んでいた｡ 図 4.1のチラシの中に

ある絵も大学生との協働による作品である｡

2009年度ヘボンみらい塾では月曜日から金曜

日までの 5クラスを開設し､ 各曜日 12人～13人

でのべ 63人 (男子 32人､ 女子 31人) の小学生

が参加した｡ 先生役は月曜日から木曜日までを担

当した男子大学生ひとりと金曜日を担当した女子

学生ひとりで､ この他にアシスタント役として多

くの大学生がヘボンみらい塾の運営に携わってく

れた｡

5. オーラシーからリテラシーへの

円滑な移行

では次に､ ヘボンみらい塾でのカリキュラムを

見てみよう｡ すでに述べたように､ オーラシーか

らリテラシーへの円滑な移行を目指し､ 英語のフ

リガナとしての発音記号を導入することとしてい

た｡ 小学生に対しては発音記号という名称は使わ

ず､ ｢英語の読みがな｣ という表現を用いた｡ な

お､ 開講当時はひとつのコースのみであったため

｢ヘボンみらい塾｣ という名称を使っていたが､

2010年度になってヘボンみらい塾の修了生を念

頭においた発展的なコースを新設した｡ 後者に
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｢ヘボンみらい塾 (上級編)｣ という名称を用いる

ことになったため､ 区別するために 2009年に開

講したコースは遡及的に ｢ヘボンみらい塾 (初級

編)｣ と呼ぶことになった｡ 以下､ カリキュラム

に関わる部分では ｢ヘボンみらい塾 (初級編)｣

という名称を使うことにする｡

8週間にわたるヘボンみらい塾 (初級編) のカ

リキュラムのうち､ 主要な流れは以下の通りであ

る (表 5.1)｡ 基本的な流れは､ アルファベット

を導入しながら同時に正しい英語の音を教えて､

その後 ｢ABCの歌｣ と ｢きらきら星｣ を歌い､

さらにここまででカバーしきれない音については､

日本語にすでにカタカナとして入ってきている単

語を使って学習するというものである｡ 同時に､

英和辞典を自ら引くことによって､ 今まで習った

発音記号が実際に辞書に掲載されており､ これを

確認することで初見の単語でも発音記号の知識と

辞書があれば正しく読めることを体験的に学ぶと

いうことを目指している｡ 最終的には絵本を読む

ことでこの自律学習を経験し､ 今後も英語の学習

を続けたいという意欲さえあれば､ 辞書を片手に

ある程度は自分で英語の勉強ができることを示し

ている｡ このように､ 発音記号を用いることで､

8週間のプログラムを通じてオーラシーからリテ

ラシーへの円滑な移行を実践することができるの

である｡

6. 小学校英語におけるオーラシーと

リテラシーの統合的な教育の可能性

上述のように､ ヘボンみらい塾 (初級編) では

｢英語の読みがな｣ として発音記号を導入し､ オー
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図 4.1. 2009年度ヘボンみらい塾チラシ



ラシー能力とリテラシー能力のバランスのとれた

育成を目指した｡ ヘボンみらい塾プロジェクトは､

明治学院大学の学内 ｢教育プロジェクト｣ の支援

を受けた実践的な取り組みとして始まったため､

ヘボンみらい塾に通う前の子どもたちの英語の能

力を示すデータはない｡ また､ ヘボンみらい塾修

了後の子どもたちの英語の能力を測定することも､

研究プロジェクト等として開講した訳ではないの

で､ 時間的にも予算の上でも不可能であった｡ そ

こで､ 8週間の授業終了後に子どもたちにアンケー

トを実施して､ 彼ら彼女たちの感想を聞くことに

した｡ もちろん小学生が記入するアンケートであ

り､ 綴られている感想がどの程度彼ら彼女たちの

本心を正確に反映しているかは分からない｡ した

がって､ このアンケート結果をデータとして解釈

する際は､ 注意が必要である｡ しかし､ ヘボンみ

らい塾における英語教育の成果を測る上でのひと

つの参考資料となることは確かである｡

さて､ 子どもたちへのアンケートであるが､ 以

下の方法を用いた｡ 子どもたちがなるべくリラッ

クスした状態で感想を書けるように､ 最終週の復

習ゲームが終了した後で､ アンケート記入の時間

を設定した｡ アンケート用紙を配布し､ 先生役の

学生がヘボンみらい塾の授業内容をより良いもの

にするための大切なアンケートである事を伝え､

できるだけ正直に書いてもらえるように話をした｡

匿名であることも強調し､ 素直な意見が書けるよ

うな環境作りに配慮した｡ また､ 子どもたちが当

日やったゲームの感想に終始しないように､ ヘボ

ンみらい塾の授業内容を簡潔に説明して子どもた

ちが以前のことも思い出せるように心がけた｡

アンケートの内容はヘボンみらい塾で ｢楽しかっ

たことは？｣ ｢できるようになったことは？｣ ｢む

ずかしかったことは？｣ の 3つの質問と､ ｢先生

にメッセージ｣ のコメント欄とし､ 子どもたちが

感想を書きやすいようなデザインのアンケート用

紙を作成した (図 6.1)｡ なお､ 図の右端下部に

は､ もともと先生役の学生の愛称が記されていた
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表 5.1. ヘボンみらい塾 (初級編) の主な授業内容

週 主 な 内 容

1
[i:] の仲間のアルファベット (B, C, D, E, G, P, T, V, Z) と､ それに関連する発音記号 ([b] [s] [d]

[�] [d�] [p] [t] [f] [v] [z]) の読み方

2
[ei] [ai] [ju�] の仲間のアルファベット (A, H, J, K, I, Y, Q, U, W) と､ それに関連する発音記号

([k] [w] [�] [l]) の読み方の読み方

3
[e] [ou] [��r] の仲間のアルファベット (F, L, M, N, S, X, O, R) と､ それに関連する発音記号

([m] [n] [r] [h]) の読み方

4 ｢ABCの歌｣ の練習と､ その中に出てくる新しい発音記号 ([�] [au] [i] [�] [�]) の読み方

5
｢きらきら星｣ の練習と､ その中に出てくる新しい発音記号 ([	:r] [	r] [	])､ さらにそれ以外の発音

記号 ([u�] [�] [j] [
] [�] [au	r] [ai	r]) の読み方

6
最後に残った発音記号 ([�	r] [i	r] [u	r] [u] [
�] [
�r] [
i] [��] [�] [g]) の読み方

英和辞典の導入 (数字の読み方)

7 絵本の導入 (辞書を使ってWhere the wild things areの一部を読む)

8

今までのレッスンの復習ゲーム (これまでに扱った単語を使い､ 発音記号がどの程度読めるようになっ

たかを楽しみながら確認)

ヘボンみらい塾に対するアンケート

修了証の授与



が､ ここでは個人情報保護の観点から匿名として

ある｡ 最終日に欠席した児童ひとりを除き､ 全受

講生 63人中 62人の児童から回答を得ることがで

きた｡ 表 6.1は ｢先生にメッセージ｣ の欄を除い

た 3つの質問に対する受講生の回答を､ 一部個人

が特定できる部分を除き､ そのまま転記したもの

である｡ 誤字脱字についても､ 子どもたちの感想

をありのまま伝えるために原文のままとなってい

る｡

アンケート結果を検証すると､ 子どもたちが単

に英語の発音に対する意識が高まっている (No.

2､ 3､ 5､ 7､ 10､ 14､ 19､ 22､ 25､ 28､ 29､ 39､

51､ 52) だけでなく､ 辞書を引くことや本を読む

ことに興味を示し (No. 1､ 2､ 3､ 4､ 6､ 21､ 24､

26､ 28､ 29､ 35､ 40､ 42､ 46､ 48､ 49､ 50､ 52､

53､ 54､ 55､ 56､ 57､ 62)､ オーラシーからリテ

ラシーへの移行が可能となっていることが分かる｡

したがって､ ｢英語の読みがな｣ として発音記号

を導入し､ オーラシーからリテラシー教育への円

滑な移行を目指すというヘボンみらい塾の目標は

達成されているといえるであろう｡

では､ この結果を小学校での英語教育に活かす

には､ どのようにすれば良いのであろうか｡ 上述

したように､ オーラシーとリテラシーのバランス

のとれた統合的な教育のひとつの方法として､ 発

音記号を導入することで英語の音韻体系を明示的

に説明することができる｡ アレン玉井 (2010) が

指摘するように､ 外国語の学習においては音声は

重要な役割を果たしている｡

これは子どもの反応を見ていると痛感するのだ

が､ 外国語を学ぶ時､ 彼らは新しい世界への憧

れを持つ｡ 外国語学習を続けるにはその憧れや

興味を持ち続けてもらうことが必要であり､ そ

のために ｢音｣ は大変大きな意味を持つ｡

(アレン玉井, 2010, p. 89)

同時に､ 音声知識の習得はそれほど容易ではなく､

そのため ｢個々の音素に関しては､ 意識的に練習

しなければその習得は難しい｣ (アレン玉井, 2010,

p. 93) のである｡ 英語の読みがなとして発音記

号を導入し､ 意識的に英語の音韻体系を学習する
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図 6.1. 2009年度ヘボンみらい塾 (初級編) 受講者用アンケート
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表 6.1. 2009年度ヘボンみらい塾 (初級編) アンケート結果

No. Q 1. 楽しかったことは？ Q 2. できるようになったことは？ Q 3. むずかしかったことは？

1
えいごのじしょでしらべたこと じしょをつかえるようになった｡ しゃべ

れるようになった｡
しゃべりかた､ じしょでみつけたことを
かくときのばしょ｡

2

先生方が､ とてもやさしく分かりやすく
教えてくださったので､ 授業がとても楽
しかったです｡ いっしょにすわっている
子と､ 考えあったりできてうれしかった
です｡ いままで使ったことのなかった辞
典なども使わせてくれたのでとても楽し
かったです｡

たとえばふだんかたかなで使っている｡
｢シチュー｣ などを､ ｢ステュー｣ に変え
るのはびっくりしました｡ 分かっている
ようで分かっていない英単語を教えてく
れてよかったと思います｡ アルファベッ
トも全部言えるようになりました！

むずかしかったことは特にありません｡
先生方が分かりやすく教えてくださった
ので ｢むずかしいな｣ と思わない事が多
かったです｡

3
キラキラぼしをみんなでやったこと､ 辞
書でさがすのが楽しかった

はつ音練習 (eiとか) 英語

4
・辞書を引いたりすることが楽しかった｡
・読み方？とか｡

・英語 (たぶん)
・英語の辞書を引くこと

英語の発言がむずかしかった｡

5
みんなと英語の授業が出来ること｡ A
先生の話す時｡

英語の本当の発音｡ 学校ではカタカナの
発言をおしえてもらっているからうれし
い！

英語の発音｡ 英語の歌｡

6
みんなで発音の練習をした事と今日やっ
たゲームが楽しかったです｡

アルファベットの発音記号が書けるよう
になったり単語も少し覚えられました｡
英語辞典でひけるようになった事｡

英語の歌と絵本がむずかしかったです｡

7

A 先生が目をつぶってなんかいったり
しているところがおもしろかったです｡
授業は､ なんかほしのうたがおもしろかっ
たです｡

キラキラぼしの歌えるようになりました｡
ABCの歌もうたえるようになりました｡

ベロとかまいたりしたりするのがむずか
しかったです｡

8 話しあったこと 読みや単語 とくに､ raitと laitがわかんない

9 全部 発音がうまくなった ない

10
英語で ｢ABCの歌・きらきら星の歌｣
を歌った事

英語の発音 舌を前歯に付けたりする､ 発音

11
先生たちが､ おもしろくて､ やさしく教
えてくれた事｡

えいごで､ ｢キラキラ星｣ の歌がうたえ
るようになった｡

発音

12
ゲームなどをしながら､ 英語を学なんで
楽しかった｡

英語で字を書くには､ アルファベット以
外もいるんだなーと思った｡

知らなかった英語を学ぶ時はむずかしかっ
た｡

13
最後のゲームがめっちゃ楽しかったしお
もしろかった｡

とくにない (発音が上手なった？) 発音が……

14 ABCソング 発音記号をよめるようになったこと かいじゅうたちのいるところ

15 最後のゲームがたのしかった｡ はつおんや読みかたが分かった｡ 読み方

16
英語を勉強が楽しかった｡ 英語の歌が歌えるようになった｡ 物 (物の英語が) とか……英語がムズかっ

た｡

17 なにも

18 はつおんがいっぱいできた｡ 英語いっぱいできるようになった｡ ×

19 さいごの英語のクイズがたのしかったよ 英語のクイズができるよーになったよ 英語のシチューがむずかしかったよ｡

20
一番楽しかった事は今日やったクイズで
す｡ ぼくがせいかいしたのはヘッド (頭)
です｡ それがたのしかったです｡

歌のさいしょらへんです｡ むずかしかった事は､ はつ音です｡

21
英語の発音がキレイになって､ 英語が好
きになった｡

英語の発音｡ ふくしゅう (さいごにやったやつの時)
かいじゅうたちのいるところなど……

22
さいごの英語のクイズがたのしかったよ
ん

英語ができるよーになったよ 英語のシチューがむずかしかった｡

23
いちばんさいごのみんなでやったゲーム
がたのしかったです｡

すこしはつおんができるようになった｡
あと､ すこしえいごができるようになっ
た｡

はつおんがとてもむずかしかったです｡

24 本のやつ えいごの字､ はつおん 本のやつ

25
ゲームしたことです！ ABCソングやきらきらぼしがうたえる

ようになったこと�
右 (ライト) とライトのちがいです！

26 最後の英語のゲーム 英語の発音ができるようになった｡ 辞書で調べるのがむずかしかった｡

27 全部楽しかったぜ� 英語がまぁ×2しゃべれるようになった｡ べつに｡ うちてんさいだからない

28
ゲームをしたこと ・ABCソングを歌えるようになったこと

・英語の辞書をひくこと
右と光のちがい
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No. Q 1. 楽しかったことは？ Q 2. できるようになったことは？ Q 3. むずかしかったことは？

29 ゲーム 英語の辞書の調べ方 右 (ライト) と光 (ライト) のちがい

30 いろいろなえいごのはつおんをしたこと｡ えいごを少し読めるようになった｡ はつおんがむずかしかった｡

31 最後にゲームができたこと｡ はつ音をおぼえたこと はつ音がちょっとむずかしかった

32
クイズゲームが楽しかった！ 歌が楽し
かった！

単語がたくさんわかるようになった｡ 歌
がわかるようになった！ ABCの歌が
完ペキになった！

新しい単語を覚える時がむずかしかった！

33
全部先生といっしょにじゅぎょうできた
こと

英語 英語

34 わかりやすかった はつおん はつおん

35 英語の発音 うまく発音すること かいじゅうたちのいるところのよみがな

36 全部 英語がしゃべれるようになった 言い方・発音

37 ABCの歌 はつ音 最後のゲーム

38
いろいろな英語のはつ音やたん語が楽し
く出きた｡

ABCの歌を歌えるようになったことと､
たん語や正しいはつ音が分かった｡

はつ音が同じたん語がまちがえてしまっ
た｡

39
・ゲームを､ した｡
・発音をおぼえるのが楽しかった｡

・物の名前の発音や､ ABCの歌がうた
えた！
・発音が､ より英語らしくなった！

・同じ読み方でも､ ちがういみの言葉の
発音｡

40
英語を楽しく覚えられたこと､ 友だちが
できたこと

英語の辞典がひけるようになった､ 発音
がうまくなった！

発音を覚えること

41 先生 ABCの歌をうたえるようになった｡ 発音

42 ゲームや辞書ひき｡ 英語のはつ音｡ 歌 (きらきら) (星)

43 ゲーム 英語 英語､ うた

44
最終日のゲーム 英語の発音 英語の ABCDEFGHIJKLMNOPQRST

UVWXYZ

45
発音するところ｡ 英語の発音がよくなった｡ ・英語の書き方

・小文字

46
みんなで発音すること うまく発音できるようになった 辞典で言葉をさがすこと

47
先生のえい語が楽しくべんきょうできた
こと｡

えい語のはつおんと､ えい語がちょっと
おぼえられた

えい語をおぼえる時､ ｢さいしょ｣ (えい
ごのはつおん)

48
ゲーム
じしょであそんだこと

英語 よみかた

49 辞典を使ったこと 辞書の引き方 おもいつかない

50 英語辞書で遊んだこと 英語辞書を引けるようになった ない

51
いろいろな､ 発音の練習をした事｡ ちゃんとした発音ができるようになった

事｡
口の動きをまねして発音する事

52
じしょで数字をひいたこと えい語のよみかたがわかるようになった アクセントをどこにつけるのかがむずか

しかった

53
男の子たちがへんなことを言い､ みんな
が笑ったこと｡ 先生がまちがえてしまっ
たこと｡

英語の字を発音出来るようになったこと｡
かける､ じしょをひけるようになったこ
とです�

歌を全部覚えること｡ (ながれ星) 新し
い発音を覚える時でした！！

54 歌を歌ったこと｡ 英語のじしょをひくこと｡ ほとんどない｡

55
じしょをひくこと 英語全部覚えること｡ (発言することも)

歌を歌うこと
歌が少しむずかしかった｡

56
英語の読みがをおぼえた事と､ みんなで
ゲームをした事と､ じしょで言葉を調べ
た事

正しい英語の発音と､ 英語の読みがな 発音？

57 ゲーム､ じしょ 英語のはつ音｡ 英語のはつおん､ ふりがな

58 ゲーム はつおんがえいごらしくなったこと はつおんきごうがあんまりわからない

59
ボードにえがかけたこと えいごがうまくできたことあとえがうま

くなったこと
えいごのながいばあじょん�

60 さいごゲームができたこと｡ えいごがうまくなったこと えいごの長い所

61 ゲームができたこと｡ いろいろなえいごのはつ音ができたこと｡ いろいろなうた｡

62

・今日のゲーム？
・正しい発音がうまく言えた！
・｢かいじゅうたちのいるところ｣ の絵
本の読みきかせ

・正しい発音
・記号が分かるようになった
・歌 (英語の) がうたえた
・英語のじてんがひけた

・新しい発音のしかた
・歌…



ことは､ 聞くだけでは難しい音素の識別を可能に

する有効な方法のひとつである｡ またこの方法を

使うことで､ リテラシーへの円滑な移行も可能で

あるため､ 子どもたちが初見の単語をカタカナ発

音やローマ字読みする危険性も回避できる｡ した

がって､ これからの小学校での英語教育において

は､ 読みがなとしての発音記号の導入を積極的に

進めていくことを検討すべきであろう｡

もちろん､ ヘボンみらい塾 (初級編) の授業内

容は全 8回に過ぎず､ 小学校英語の年間 35時数

という時間数を考えれば､ 現状のカリキュラムを

そのまま小学校で用いることはできない｡ また､

人数もひとクラス 12人程度と少人数であり､ さ

らにもともと本人もしくは保護者が英語に関心が

あって受講していたと考えられるので､ 一般の小

学校とは状況がかなり違うことは確かである｡ し

かし､ 読みがなとしての発音記号を導入すること

でオーラシーからリテラシー教育への円滑な移行

を可能とし､ オーラシーとリテラシーのバランス

のとれた統合的な英語教育を目指すことは､ これ

からますます早期英語教育の充実が図られようと

している現在において､ 大きな可能性を秘めてい

ると考えられる｡ 先述したように､ ヘボンみらい

塾では初級編に続く上級編のカリキュラムを開発

した｡ 詳細についてはまたの機会を待つことにな

るが､ 上級編ではリテラシーへの接続をより意識

した内容となっている｡ オーラシーとリテラシー

のバランスのとれた統合的な英語教育を実践する

ことは､ 小学校英語のさらなる発展につながるも

のである｡
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